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国分寺ι|日例の八日堂縁日が、 7日から 8日にかけて聞かれました。 7日には、それまでの暖冬が一転し

て寒い北風の吹く 一 日となりましたが、縁起物の「蘇民将来符J I夕、ルマ」などを買い求める人で、たい

へんなにぎわいでした。

主な内容

農地問題相談日

「農地問題相談」を 2月 1日(11)午前

8時30分から午後 5時まて¥市役所 2
階農業委員会事務局で行し、ます。お気

軽におでかけください。

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 2月 1[:1 (J])午

前 9時から午後 4時まで、市役所 3階

市長室で行います。お気軽におでかけ

ください。
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豊かな給食を-[-供たちへ・ー ーー・・ ー・・・・・・ーー・・ー・・・・・.................4ページ

成人と検祭答作会・・・・・ー・・・・・・ーーー一.................・・・・・一......5ページ

、、省エネ家計簿、、でエネルキーの節約をー・・・.......................6ページ

tt年リーター去を成品座にご参加を.......... ー・…・ー・・・・・・・・ー...7ページ

税金、 i泣付のための雌定申告・・ー..............................ー.8ページ

-5f¥ 

6 

選挙4

il!H 
れて t

成さ 1

-
~;r 
~. 

つえ 3

工LしA

iさ2

挙に・

若Fli_rrl

市I

村i~ ，

挙に .

選挙2

、-'
I也己&:.

執行

耳ズl

Jや J

57年
t-. ， 
寸

に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

い
ま
ち
に
し
ま
す



だ 昭和57年 1月16日一一一(2)ーえつ広報一 第 855号
Eコ
ザ 一一

12月定例市議会

障害に関する不快用語の改善など

12月定例市議会は、 12月 2日から 17日まで

16日間の会期で開かれました。今回の市議会

では、障害に関する不快用語を改善する「障害

に関する用語の改善のための条例の制定案」

「昭和56年度上田市一般会計補正予算案」など

30議案が審議され、 29議案が可決、承認され

ました。(1議案は継続審議)

12月議会で決まった56年度予算

補 正 予 算 古買

一 般会計 51君、6，426万円

特別会計 9，620万8千円

予 算 総 古買

一般会計 204億5，888万7千円

特別会計 60億3，574万5千円

補正予算の主な内容(一般会計)

I億6，000万円

1，231万2千円

8，480万円
230万円
160万円
454万5千円

720万円

90万円

786万7千同

766万円
4，864万2千円

4，964万2千円

650万円
566万4千円
130万円

112万8千円

3，559万5千同

9，964万9千円
130万円

1，400万円
6，340万円

194万8千円

40万円

!*総務費

一mi 財政調整基金積立金

: *民 生費

; 老人施設収容措置費

k 生活保護扶助費

i 環境改善地区道路工事費追加

! 通園用マイクロパス購入補助金

ミ 私立幼稚園運営費補助金

* 衛 生 費

i 廃プラスチック等運搬処分委託料

:*労働費

i 勤労者退職金共済掛金補助金

q*農林水産業費

麦大豆等生産総合振興対策事業補助金

転作促進特別対策事業補助金

小 鳥の森造成事業工事自

市単ため池(長池)整備補償料

農地災害復旧工事費

* 商工 費

第 1回躍進する上固め工業展補助金

* 土 木 費

市道 4号踏切保安設備等補助金

市道小牧川辺町線用地買収資

西部公園用地費

千曲川河川敷公園災害復旧工事賀

町*消防費
消防団員公務災害補償佐

12分団車庫新築補助金

*教育費

長野大学施設整備事業補助金

小・中学校増級増員用備品

県営野球場駐主事場接地工.qI.'{'i

/ 
ヘ¥

、¥、、

常
国
会
館
跡
に
建
設
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

h
-
-
E
V
 

給
与
金
及
び
遺
族
扶
助
料
条
例
等
の

で・

条
例
の
制
定
・
改
正

マ
障
害
に
関
す
る
用
語
の
改
善
の
た
め

の
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

昭
和
五
十
六
年
は
、
障
害
を
も
っ
人

に
理
解
と
関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参

加
し
、
平
等
に
生
活
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
の
国
際
障
害
者
年
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
障
害
に
闘
す
る
不
快
用
品
を

改
善
す
る
た
め
、
関
係
す
る
九
条
例
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

マ
職
員
退
隠
料
、
退
職
給
与
金
、
死
亡

米
穀
通
帳
な
し
で
、
お
米
が
買
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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マ
職
員
退
隠
料、

退
職
給
与
金
、
死
亡
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‘県と共同で市民の森に造成する「小鳥の森」

V増改築工事が進む市営住宅の上田原団地
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給
与
金
及
び
遺
族
扶
助
料
条
例
等
の

山

一

部

改

正

川

恩
給
法
の
改
正
に
準
じ
て
、
仮
定
給
川

料
年
額
及
び
最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ
い

と
障
害
に
関
す
る
不
快
用
語
の
改
善
な
川

ど
を
図
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
oz

 

マ
国
民
健
康
保
険
給
付
費
の
都
道
府
県

川

一
部
負
担
導
入
反
対
に
関
す
る
意
見

)

書

~

臨
時
行
政
調
査
会
の
第
一
次
答
申
を
へ

う
け
、
厚
生
省
は
昭
和
五
十
七
年
度
予
川

算
要
求
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
ハ

療
養
給
付
賀
補
助
金
の
一
部
(
五
%
分
川

二
千
四
百
十
三
億
円
)
を
都
道
府
県
に
川

転
嫁
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
を
川

含
め
我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
は
、
す
~

べ
て
加
入
者
の
保
険
料
と
国
庫
負
担
で
へ

運
営
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
監
川

督
責
任
を
理
由
と
し
て
、
都
道
府
県
に
川

負
担
さ
せ
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
り
ま
川

す
。
ま
た
、
こ
の
惜
置
が
強
行
さ
れ
た
川

場
合
、
都
道
府
県
に
対
す
る
財
政
情
置
い

(
地
方
交
付
税
な
ど
)
が
必
要
と
な
り
、

行
政
改
帯
の
趣
旨
及
び
地
方
財
政
の
現
九

状
か
ら
絶
対
に
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
国
は
、
都
道
府
県
に
国
民
健
川

康
保
険
給
付
費
の
一
部
負
担
を
導
入
し
川

な
い
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

改正されました

三昭和57年1月から実施三

食糧管理制度が
食
管
法
が
で
き
た
の
は
昭
和
十
七
年
。

食
組
事
情
の
ひ
っ
迫
し
た
哨
時
中
に
、

食
院
の
分
配
を
公
平
に
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
法
律
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
時

代
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
笑
怖
に

合
わ
な
い
面
が
出
て
く
る
の
は
当
然
と

い
、
え
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
食
組
需
要
の
変
化
に
伴

っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
食
管
制
度
に
は

何
度
か
手
直
し
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
六
月
に
大
幅
な
法
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
「
改
正
食
脱
管
理
制

度
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
実

地
さ
れ
、
多
様
化
す
る
消
印
H

者
の
漏
要

に
即
応
す
る
た
め
、
全
般
的
な
制
度
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
米
穀
通
帳
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

米
穀
通
帳
な
し
で
、
お
米
が
買
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
米
殺
泊
帳
の
配
布
が
ほ
と
ん

ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
て
、
出

資
者
の
立
場
か
ら
は
あ
ま
り
変
化
は
な

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
米
穀
小
売
庖
が
簡
単
な
販
売
所
に
お

い
て
、
お
米
を
販
売
で
き
る

い
わ
ゆ

る
「
.フ
ラ
ン
チ
制
度
」
が
で
き
ま
し

た
。

ブ
ラ
ン
チ
と
は
、
お
米
屋
さ
ん
が
小

袋
詰
梢
米
だ
け
を
主
と
し
て
府
副
で
版

売
す
る
小
売
庖
の
支
所
の
こ
と
で
、

一

般
の
小
売
居
よ
り
簡
単
な
手
続
き
で
設

置
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
よ
り
身
辺
に
お

米
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

こ
の
ブ
ラ
ン
チ
制
度
に
よ
る
小
先
府

は
、
三
大
都
市
圏
、
そ
の
他
の
政
令
指

定
都
市
お
よ
び
人
口
が
明
加
し
て
い
る

地
方
の
基
幹
部
市

(
人
口
二
卜
万
人
以

上
)
な
ど
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

③
二
れ
ま
で
規
制
さ
れ
て

い
た

「
縁
故

米
、
贈
答
米
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

米
の
無
似
譲
渡
の
道
が
聞
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
郷
哩
に
い
叩

っ

た
時
に
持
ち
帰
る
、
い
わ
ゆ
る
械
欣
米

や
お
中
元
、
お
歳
暮
な
ど
と
し
て
贈
る

。
贈
答
米
作
な
ど
に
つ
い
て
も
焼
制
が

解
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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豊かな給食を子供たちへ
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
二
十
四
日
、

東
京、

神
奈
川
、
千
葉
の
三
都
県
で
試
験

的
に
学
校
給
食
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の

日
は
冬
休
み
に
入
っ

て
い
る
学
校
も
あ
る
た
め
、
昭
和
二
十

四
年
以
降
は
、
一
月
二
十
四
日
か
ら
の

一
週
間
を
全
国
学
校
給
食
週
間
と
し
て

決
め
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
三
十
余
年
の
問
、
い

ろ
い
ろ
な
時
代
を
反
映
し
つ
つ

、
学
校

えつ広報一 第 855号

生
活
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

日以
近
、
家
庭
の
食
が
が
山は
か
に
な
っ

た
た
め
、
「
学
校
給
食
は
、
い
ら
な

い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
も

出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
食
事
が
盟
か

に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
学
校
給

食
の
重
要
性
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

に
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で
、
そ
の
候
〈

七
回
市
教
育
委
貝
会
で
は
、
全
国
学

校
給
食
週
間
に
ち
な
み
市
内
小

・
中
学

校
の
都
合
に
あ
わ
せ
、

一
月
二
十
二
日

を
中
心
に
、
学
校
教
育
関
係
者
に
よ
る

学
校
給
食
の
試
食
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
千
供
た
ち
と
一
紺
に

準
備
を
し
て
、
子
供
た
ち
と
閉
じ
も
の

を
食
べ
て
、
学
校
給
食
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
実
地
す
る
も
の
で
す
。

家
庭
の
皆
様
方
に
は
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
学
校
給
食
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と

も
に
巧
え
、
ご
家
庭
か
ら
理
解
の
輸
を

広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
学
校
給
食

の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
泣
か

な
学
校
給
食
を
め
ざ
す
た
め
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
学
校
給
食
は
必
要
か

①
発
育
期
の
児
童
、
生
徒
に
対
し
て
、

ハ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
価
の
盟
か

な
食
事
を
提
供
し
、
健
康
の
明
進、

体
位
の
向
上
に
兵
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
を
通
し
て
正
し
い
食
生

活
を
家
庭
に
広
め
て
い
ま
す
。

②
正
し
い
食
沼
町
の
あ
り
万
を
体
得
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
米
の
悶
民
の

食
生
活
の
改
善
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

③
先
生
と
友
だ
ち
同
士
が
閉
じ
食
事
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
触
れ
合
い

の
場
を
つ
く
り
、
泣
か
な
人
間
関
係

の
育
成
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
か
不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月

一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

町
は
そ
の
十
九
凶
自
で
す
。

不
用
口
聞
の
笠
M
M

を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
例
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
八
は
、
品

名
、
程
度
、
数
円
以
、
希
望
価
裕
、
住

所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
な
ど
を
生
活

その⑬(主なもの)不用品登録情報 (lfJ 7日現在)

ゆず ってください

ベヒーベッド ・すべり台

ママコート・ベビーダンス

洗濯機

電気スタンド

スパイクタイヤ(:;112)

〈希望価絡〉

10，000円

屯動ミシン

8，000円

4，000円

5，000円

3，000円

ゆずります

f似た用 I~ 転卓 (20インチj

カラーテレビ (18イ/チ、 5年枇則 )

(スズキ料、 4，j.:、
、ノ〈イクタイヤ 2年 il)!1il) 

t，U'行みミシン

'，1;:気1品 水 器 (51年附i入、370e ) 

環
境
謀
へ
登
錯
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
筑
諜
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
鉢
者

と
直
僚
交
渉
し
、

価
稿
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
、
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

二段ベッド

20，000円

1，000円

50ccノ〈イク (3.900.m) 

スヒートスケート (23cm.!，I，'、 1;..-ースン)

ガスオープン

流し台 ・下駄箱

本だな ・江戸必

チー供用スキー一式

スピードスケー卜 22cm ノ《イフいす{小学生、女イー周)

V
長
野
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
機

上
小
農
業
協
同
組
合
長
会
栂
東
部
町

2，000円

10，000円

応、権 3点セ ヅト 35，000円
(20 1 ， 1，000円~

石油タ ンク クリーンヒーター)lj) 1，500円

300円一500円

階段サク

ステレオラ jオカセ y 卜 (51年l場入j

六
千
行
ん
円

令
と
し
て

本年も、省資漉・省エネルギーのために、不用品交換を大いに利

ゆずりたい品物、ゆす「てほしい品物がありましたら、生活環境u民生活係

(含@4100内線301)へお公終にニ'述絡を
(>i:'{介後のトラフルなどについては、民任を ftいかねますのでご了広くださし、。

用しましょう 。

社
会
制
祉
法
令
の

wh・比



子供

カラ

足踏み

電気温

スノfイ

50c.cノ〈

スピ一

階段サ

ステレコ

応接 3

石油タ

ノfイブL

く〉ゆずり

(含⑫

0紹介後

く

り

か

な

人

間

関

係

の
育
成
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ー 第

ろ
い
ろ
な
時
代
を
反
映
し
つ
つ
、
学
校

い
と
思
い
ま
す
。

第 855号 一

固な 審 れ き てれでう つ f耳 に 令もで れ 申 を 裁 被 償 ていはと万ど補 に
検ど検 査 ないこたすとてこ つを 、 、、あた検し不 判 害領皆いよこがはを者
察 が 祭 申い 。の とかす 、の と 傾不干 い る検察立 j前 に に : さ た う の あ だ 選 の検
審あ審し不ま務 きら るーよ す け 起渉か国察審てとかあ交んだ、クりれび中 祭
蓑 り査立満ためは、唯般 う る 、訴さな民審査るすけ っ 通カ:き検ジまでまか 審
E ま会て が、を 、 検 ー の に 重こ 処 れるを査会所るなて事 P 察に す も す ら査
去 し に を あ犯 果 進 察の 人、 要れ分な役代員はがとい、故ヲバ審い 。 、の再 令
ムたつしる人す ん 審 民のーなに不 い 所 表 十 、 検 き こ 検 な 其 と 査 つ で こ で び?苧
iら い て と が よで 査主不般 仕 正 服 でかしー右察にと事ど詐思会当すの 、 ク 務

、て くき裁 1会手 的満 の 事 義の独らて人の審、禾か ー 欺い の つ か ク 選 ジ局
〈 遠 、だ は制IJ 1;: 哨 事久を人 をの申立も、がク査そ起そ切、まこてらジ挙 でで
だ 慮 不き 、にしにど 分 救 の し光しし 指だ、ジ会の訴ののおてとも 、 に 権 審、
さな明い 気 かて出にの済 手 ま を立て図 れ 主でで不処犯犯と を 驚 皆 当 の 査そ
;くな 。軽 け く 席 選 制しにす 与 て 、 、か 権選す 月以分人罪 し 知かきるあ 貝 の
上点 に らだ しば度よよ 。え に 主 命 ら 者ば 。を )を の 、 つなんこるな候

基四 V 社 V 円 V また
金万 ス 会 是 菅 すだ次
の六 ナ 福 枝 社 沼 。きの
桔千 ツ 祉 利 会 ー ま皆
立五 ク 基 正 福 夫 し 様
金百 「 金 樟 祉 樟 たか
と八 た の ( 基 ( 。 ら
し十 ま 桁品金上 厚温
て三 」 立 川 の塩 くか

円 フ 金区和尻 おい
ア と ) 立 ) 札 ご

社 ン し金 申寄
会 の て千と五 し 付

わが国の憲法では、民主主義の原則である国民主権を明確に{ 福 会 百し十 上を

定めてお ります。これは、国の政治を決定する最高め権力が国 j 祉 樟 円て万 げい

民にあるということです。

主権が国民にある といっても 、今 日のように、社会的分業の

発達、 政 治の高度化 などの状況のなかでは 、主権者である国民

が直接政 治に参加することは 、事実上不可能といえましょう。

そこで、選挙に よって代表者を選出し 、その代表者が政治に参

加す る、いわゆる間接民主政 治の制度がとられています。

従って、国民の意思が政 治に反映されるためには、選挙が正

当に行われ、代表者として最もふきわしい者が選出されること

が、民主政治を発展させる、かなめかであり、選挙の重要性でも

あるわけです。民主主義の精神 を選挙によ って実現するため、

次の原則が現在の選挙制度の基本になっています。

平等の原則一・満20歳に達したすべての国民が、収入、身分、信

条、性別 などに関係なく、平等に選挙権を有すること 。

(犯罪者などを除<) 

投票自由の原則一・投票にあたっては、 他 人から強制されたり、

だれに投票したかわからない よ う、投票の自由と秘密が守ら

れること。

選挙の公正の原則・・・選挙が公正に行われなければならないため、

この事務の管理、執行に関するすべての権限が、 他の行政機[

関(地方公共団体の長など)から独立した選挙管理委員会に与 l
えられていること 。

V
長
野
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
様

上
小
農
業
協
同
組
合
長
会
様

東
部
町

農
業
協
同
組
合
様
上
田
市
怠
業
協
同

組

合

様

長

農
業
協
同
組
合
様
傍
陽

農
業
協
同
組
合
樟
丸
子
町
農
業
協
同

組

合

樟

和

田

村
農
業
協
同
組
合
梯

浦
里
農
業
協
同
組
合
樟
青
木
村
農
業

協

同

組

合

様

塩

田
農
業
協
同
組
合
横

信
州
人
夢
農
業
協
同
組
合
樟
長
野
県

農
協
直
販
株
式
会
社
樟
長
野
興
農
株

式
会
社
樟
森
食
品
工
業
株
式
会
社
樟

中
野
種
苗
株
式
会
社
樟
フ
ォ
ト
オ
フ

セ
ッ
ト
協
同
印
制
株
式
会
社
樟
有
限

会
社
ア
ド
プ
ロ
・
ナ
ガ
ノ
様

三
十
万

六
千
百
九
円

金
と
し
て

V
斎
旗
チ
ド
リ
機

(
下
塩
尻
)

す
一
台
貸
し
出
し
用
と
し
て

V
有
限
会
社
渡
部
園
芸
様

モ
ミ
の
木

三
十
五
本
保
育
園
な
ど
児
童
福
祉
施

設
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用
と
し
て

V
鐘
通
工
業
株
式
会
社
樟

百
六
十
万

円

川

辺
小
学
校
の
備
品
購
入
費
に

V
部
落
解
放
同
盟
上
田
市
協
議
会
有
志

様

八
万
七
千
百
三
十
円
学
校
備
品

購
入
費
と
し
て

V
清
水

洗

樟

(
大
手
二
)
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
の
柏
立
金
と
し
て

社
会
福
祉
基
金
の
村
立

ご
寄
付
お
礼

事

成人と検察審査会

(長野地方裁判所上回支部内¥
上回検察審査会 8⑫0003J 

だえつ一(5)一一一一昭和57年 1月16日 広 報

選挙はなぜ大切か

こ
と
し
成
人
式
を
迎
、
え
ら
れ
た
皆
さ

ん、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
成
人

に
達
す
る
と
選
挙
権
の
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
す
が、

そ
れ
と
同
時
に
、

検
察
審
査
会
の
任
期
六
か
月
聞
の
検
察

審
査
員
、

補
充
員
に
選
ば
れ
る
資
格
が

あ
り
ま
す。

選
挙
人
名
簿
か
ら
け
名
を
選
出

検
察
審
査
員
な
ど
は
、
ま
ず
、
居
住

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
た
ク
ジ
で
検

察
審
査
員
候
補
者
に
選
ば
れ
ま
す
。
次

今愈
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お知らせ
F

省
エ
ネ
家
計
簿
4

で

え

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を

つ広報

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
1

一ー 第 855号

H

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
u

は
、
今
や
、
国

を
あ
げ
て
の
課
題
で
す
。

市
で
は
、
国
、
県
の
施
策
や
方
針
に

対
応
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
省
エ
ネ

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
た
び
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
{
家

計
簿
」
を
作
成
し
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

に
一
部
ず
つ
お
配
り
し
ま
し
た
。

年
聞
の
消
費
計
画
を
立
て
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
を
す
る
だ
け
で
大
き
な
節
約
が

生
ま
れ
ま
す
。

ご
家
族
み
ん
な
で
協
力

し
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
」
を
つ

け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
習
慣
づ
け

各保育園では、休み明けの7月7日から

:楽しいお正月遊びをしまし疋。
ここ北保育園でも「竹馬_jrこぎまわし」

「力ルタとりJ などをしてみんなで楽しく

j過ごしましだ。

辛
子
し
ょ
、
7
。

な
お
、
お
配
り
し
て
あ
る
「
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
家
計
簿
」
を
、
さ
ら
に
ご
希
望

の
方
は
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

長
、
い
。

11 償

宮嬰
塑お 歪
??済 交
乏み ζ
与で Z
1 _争- 1=1 

ヲは
11 カ3

資
産
税
課
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

有
線
②

0
6
8
1

悩
却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方
税
法

第
三
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎

年
一
月
一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
資
産

を
、
そ
の
年
の

一
月
三
十
一
日
(
今
年
は

一
月
三
十
一
日
が
日
曜
日
で
す
の
で
、

一
一
月
一
日
)
ま
で
に
、
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
償
却
資

産
と
は
、
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業

の
た
め
に
使

っ
て
い
る
有
形
固
定
資
産

で
、
そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法

の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、
損
金

ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

(
鉱
業
権
、
特
許
権
、

営
業
権
、
そ
の
他
の
無
形
減
価
償
却
資

産
及
び
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
謀

税
対
象
で
あ
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
)

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

管
財
室
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

2
5
5
・
2
5
6

昭
和
五
十
七
年
度
、
市
へ
物
品
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
「見
制
参
加
願
」

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

一
一
月
一
日
聞
か
ら
同
二
十
七
日
出
ま

で
で
す
。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
す

と
、
市
の
規
則
に
よ
り
資
格
審
査
を
し
、

見
和
参
加
業
者
名
簿
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
提
出
先
〉

管
財
室

(
市
役
所
三
階
)

〈
必
要
書
類
〉

①
見
積
参
加
願
②
営
業
慨
要
調
書
③

事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
書
(事
業
税
、

市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
)
の
各

一
通

用
紙
は
管
財
室
に
あ
り
ま
す
。

外
国
人
の
方
も

児
童
手
当
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
す

児
童
保
育
課

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3
8
3

有
線
②

0
8
0
1

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
白
か
ら
、
国

籍
要
件
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人
の
方
も

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
外
国

人
の
方
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
児
童
保
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

受
給
資
格
・
:
上
田
市
内
に
住
所
を
有
す

る
外
国
人
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
万

は
除
き
ま
す
。
①
観
光
、
保
昼
、

ス

ポ
ー
ツ
、
親
族
の
訪
問
、
日
比
学
、
会

合
な
ど
の
目
的
で
鮒
期
間
日
本
に
滞

在
し
よ
う
と
す
る
方
。
②
日
本
で
演

劇
、
演
奏
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
興
行

し
よ
う
と
す
る
方
。

児
童
手
当
・
・
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち

一
人
以
上
が
中
学
校
卒
業
前
で
あ
る

家
庭
に
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
:
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
、
準
母

子
家
庭
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
・
・
国
民
年
金
法
別

表

一
級
住
度
の
障
害
を
も
っ

二
十
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

に
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他
:
・
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
児
童
保
育
課

ま
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111川111111111川川111111川正

〈担税課宮⑫4100内線241・有線 ②0691> 三

今月の納税

第4期

第8期

市 県民税

国民健康保険税

今 月の納税は、市県民税第 4期と国

民健康保険税第 8期です。

税金は 、納期内に納入されますよう

ご協力 ください。

今 月の納期限は 2月 1日(11)です。

笑顔 明るい家庭

( di内中学 生納税標語入選作品 )

税金をすませて

と

一不

り

を



第 855号ー

青
年
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
に

ご
参
加
を

青
少
年
対
策
室

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

6
8
0

上
田
市
、
上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
で
は
、

H
H
年
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の

指
導
者
集
成
を
目
的
と
し
て
、
青
年
リ

ー
ダ
ー
長
成
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

背
年
団
体
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
加
入
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て

い
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
:
・
勤
労
背
少
年
ホ
ー
ム

参
加
資
格
:
・
市
内
に
在
住
あ
る
い
は
通

報

flir--{iir--sitz--56ZE--z;zi--時

.、

の

。
書

た

と

き

川

Hμ

円

す

図

い

し

実

山

一

万

ま

校

を

出

充

川

一

ゆ

ず

学

付

り

こ

一

d

H
一

円

争

ゆ

い

小

川

一

i

l

u
d
U
司
」

U
，
去、

一

同

申

に

の

は

一

町

札

年

同

で
が

日

辺

お

M
万

校

す

同

川

く

と

∞

学

ま

月

バ

厚

年

ゴ

中
い

，r

の
4

3
〈

¥
、

F

h

旬

A

E
一

。
戸b

」
川
ぺ
寸

年

目

た

和

い

各

い

昨

捜

し

昭

さ

の

だ

た

恥

り

ま

、

だ

内

た

し

昭

M
き

は

く

市

い

ま

-

け

だ

ら

て

。
て

り

一

J
た

か

せ

す

せ

な

一

れ

い

ん

き

ま

さ

に

一

幕

を

さ

笑

い

用

と

列

年

付

保

充

て

利

ニ

ベ

昨

寄

久

を

い

て

る

一

ご

館

だ

し

れ

だえつ

久保さんから500万円
=学校用図書購入費として=

勤
し
て
い
る
青
年

定

員

・
:
五
十
名

受
講
料
・
・
・
無
料

申
込
先
・
・
・
青
少
年
対
策
室

青年リーダー養成講座日程表

月日 ア て7 議 自市 考一

2月18日
「例日午リ1EH議ーをダ式もーととにオはし何リたかエデ」ンテーショ ン (航{呆1.-¥州千斗跡何年照希司望的さん船)

(村 スカン ンヨン)

2月25日 長野大学児童会 レクリエ

(本)
レクリエー シ ョン実技

活動リーダースクラブ シきるョ支ン度のて"

3月4日
地域社会と青年団体 未 { 耳三

(;fc) 

3月11日
市長と語る会 閉講式 上田市 長

(村

上
岡
市
森
林
組
合
の

男
子
職
員
を
募
集

上
田
市
森
林
組
合
事
務
所
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

3
2
5
・
有
線
②

0
7
5
1

〈
資
格
〉

大
学
専
門
学
科
(
林
科
)
卒
業
者
で
、

昭
和
三
十
一
年
四
月
一

日
以
降
に
生
ま

れ
た
市
内
に
住
居
の
あ
る
人

※時間は、いずれも午後 7時から午後 9時までです。
※テーマーなど変更になる場合もあります。ご了承ください。

〈
必
要
書
類
〉

受
験
申
込
書
(
市
役
所
農
林
課
内
上

田
市
森
林
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

〈
採
用
人
員
〉

若
干
名

〈
申
込
期
限
v

一
月
二
十
日
附
か
ら
一
月
二
十
三
日

出
ま
で
に
、
上
田
市
森
林
組
合
事
務
所

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
試
験
日
〉

一
月
下
旬
の
予
定

中
部
電
力
上
国
営
業
所

宮
⑫

1
2
4
0

「
中
電
料
理
教
室
」

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
料
理
教
室
の
受
講
者
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

期
間
:
・

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か

月
間
。
A
コ
ー
ス

(第

一
・
三
木
曜

日
、
た
だ
し
初
回
は

一
月
二
十
一
日
)

と
B
コ
l
ス
(
第
二
・
四
木
曜
日
、

た
だ
し
初
回
は

一
月
二
十
八
日
)
の

一一

コ
l
ス
制
で
、
時
間
は
各

コ
ー

ス

と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三

十
分
ま
で
。

と
こ
ろ
:
・
中
部
電
力
上
国
営
業
所

会

費

・
:
材
料
代
ご

回
四
百
円
程
度
)

定

員

:
・
各
コ

ー
ス
と
も
二
十
四
名

申
込
先
・
:
上
国
営
業
所
・
サ
ー
ビ
ス
省

ェ
.
ネ
ル
ギ

l
課

乳
幼
児

三
歳
児

健
康
診
査

一一
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

去」い
。

三歳児健康
診査日程表

会場 保健センター
塩田母子

随康センター

I也区 I孟回全区

士I
事t 54年 1月生

児

2月 12日

乳幼児健康診査日程表

会場 保健センター
広田母 子 川西社会

健康セ ンター 福祉セ ンター

対 4か月児 9か月児 l議 6か月児 4 . 9か月児 4 . 9か月児

可良
56年10月生 56年10.11月生

リ己 56年 10月生 56年 5月生 55年 8月生
56年 5月 56年 5.6月

地区 出回全区 川西全区

2月 3日 17日 10日 24日 4日 9日 16日 18日

A..塩尻、 川辺、 泉回、神川、神科、笠殿
地区

B. 東部、南部、中央、 北部、西部、城下

年賀状で住所録の整理を

お正月にたくさんの年賀状を受け取られたこと と

思いますが、差出人の住所が転勤や転居、住居表示

制度の実施などにより変更にな っているものがあり

ます。

この機会に、受け取った年れ状で住所録の監理を

しましょう 。

電線近くでのタコあげはやめよう

タコを電線にひ っかけた場合は

電柱や鉄塔に萱らないでい、中部電

力に連絡してください。

中部電力上回営業所 E⑫1240 
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/税金/還付のための確定申告/

えつ広 報一 第 855号

l日

2月16日以前でも

受け付けています

確

定

申

告

を

す

る

と

税

金

が

戻

る

場

合

が

あ

る

の

を

ご

存

一

じ

で

す

か

。

確

定

申

告

の

期

間

は

、

二

月

十

六

日

か

ら

三

月

一

十

五

日

ま

で

で

す

。

し

か

し

、

税

金

の

還

付

を

受

け

る

た

め

…

の

確

定

申

告

は

、

二

月

十

六

日

よ

り

前

で

も

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

雪
お
ろ
し
を
し
た
費
用
)
が
、
含
ま
れ

ま
す
。
こ
の
災
害
関
連
支
出
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
五
万
円
を
超
、
え
る
部

分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

〈
医
療
費
控
除
〉

本
人
や
家
族
の
方

が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
そ
の
た
め
に

支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
円
ま
た
は
年

間
所
得
の
五
%
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
の

額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
、
え
た
部
分

の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
医
療
費
控
除
の
最
高
限
度
額
は
二

百
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
は
除
き
ま
す
。

〈
住
宅
取
得
控
除
〉

マ
イ
ホ
ー
ム
を

新
築
し
た
り
、
購
入
し
た
場
合
、
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
定
額
控
除

と
し
て

一
万
七
千
円
が
所
得
税
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
定
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
人
が
、
民
間
金
融
機
関
な
ど
か

ら
返
済
期
間
卜
年
以
上
の
住
宅
ロ

l
ン

の
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
、

一
年
間

の
返
済
舗
に
応
じ
て
故
高
三
万
円
が
所

得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
取
得
控
除
は
、
居
住
し
た
年
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

居
住
し
た
最
初
の
年
に
確
定
申
侍
を
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の場

合

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
方
で
、
確
定
申
告

を
す
る
と
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
雑
損
控
除
〉

災
害
や
盗
難
に
遭
い
、

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
、
そ
の
損

害
額
が
年
間
所
得
の
一
O
%
を
超
え
た

と
き
、
そ
の
超
、
え
た
金
額
が
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
損

害
額
の
な
か
に
は
、
災
害
に
直
接
関
連

し
て
支
出
し
た
費
用

(
災
害
関
連
支
出

.・
・
例
え
ば
豪
雪
か
ら
家
を
守
る
た
め
に

有|

課|

)0 I 

引t

を

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

れ
ば
、
二
年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
整

で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

一

|
川
川

ωjZ」

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
以
外
の
方
で
税
金
の

泣
付
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
万
で
す
。

①
原
一
仙
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の
収
入

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の

所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、
原

材
料
な
ど
の
源
泉
徴
収
税
制
が
納
め

過
ぎ
に
な

っ
て

い
る
人

②
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
や

廃
業
な
ど
で
所
得
が
前
よ
り
大
幅
に

減
っ
た
人

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、

人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

一一!?るには

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収
代
日

や
証
明
代
一M

な
ど
一
定
の

A
M削
を
山

Z
H北
川

に
添
付
し
た
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
い
行

の
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
給
与
所
件
の

源
来
徴
収
以
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
々
に
は
簡

単
な
申
告
用
紙
か
用
立
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
ご
内
分
で
お
だ
き

く
だ
さ
い
。

控
除
や
確
定
申
告
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
回
税
務
官
引
(
宮

⑫
1
2
3
4
)
に
お
守
ね
く
だ
さ
い
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